
（c）Syslab 1

公開講座テキストダイジェスト   上田情報ライブラリー『仕事の基本セミナー 第２８回』 

対話による気付きを 
引き出す技法 
     

 ― 意見を書き出し絞り込む方法 ー 
 
 ●対話（話合い）のプロセス    共有（場づくり）、発散、収束、合意 
 ●話し合いの場づくり       アイスブレイク、グランドルール   

   ●気付きを引出すポイント     プロセスの共有度と対話への参加度 

   ●親和図（グラフィック）     発散、収束、合意の技法 

   ●響創会議「やる気を引出すコツ？」 独創、響創、共有の短時間差訓練法 
 
 
           主催：上田情報ライブラリー（駅前図書館） 
             講師；中小企業診断士 末広繁和 
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話しやすい場づくり 
 

アイスブレイク（心の氷を溶かす）コツ 
  ・言葉を出す、体を動かす、協働作業で頭に刺激を与え、心の準備をする。 

・何を話しても大丈夫という安心と信頼の場を築く。 
・分かりやすいもので全員が取り組めるものを工夫する。 

 
 
  グランドルールを合意する 
 
 
 
 
 

 
会議のグランドルール 
●役割を決める 
 ﾘｰﾀﾞｰ、時間、記録、発表 
●目的を合意する 
●どこまでか目標を合意する 
●進め方、時間配分 

 
アイデアのグランドルール 
●批判禁止 
●自由奔放に 
●思い付き多く 
●他人に便乗 
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対話による気付きを引出すポイント～話が見える図（グラフィック） 

  

 話（議論）が見えると、集中と参加が共有できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          プロセス共有度 

まとまらない 
・水かけ論／堂々めぐり 
・個人攻撃ばかり 
・結論があいまい 

健全な話合い 
・活気ある意見交換 
・本質を継いだ議論 
・創造的な合意形成 

意見が出ない 
・発言者の固定化 
・言ったもの負け 
・演説を拝聴するだけ 

かみ合わない 
・筋の通らない発言 
・思い付き／脱線 
・論点が不明確 

参照：ファシリテーション・グラフィック 堀公俊、加藤彰著 
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親和図の作り方 

 

    

  思い付くデータを並べながら 

  似たものをグループ化する 
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響創会議 （今回は３チームで気付きの体験ワークショップ） 
 

 
「やる気になるとは何か」 

 

  ・独創 

  ・響創（拡げる） 

  ・共有（絞り込む） 

 

 

 

                             「職場の話合いで、 
各人のやる気を引出すコツ」 

 

 ・独創 
                               ・響創（拡げる） 
                               ・共有（絞り込む） 
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